
補 助 事 業 公 募 審 査 会 実 施 要 領 

 

１．審査の内容 

   新居浜市補助事業の公募等に関する要綱に基づき、応募のあった補助事業

について、補助対象事業の適否を判断するための点数評価を行います。 

   評価基準は、公益性（公金支出の裏付け）・妥当性（事業実施の必要性）・

効果効率性（事業効果の有無）の３つの観点による９項目とし、１項目５点

で採点します。各評価基準の配点は公益性：40 点、妥当性、効果効率性は

各 30点に換算し、審査委員１人につき 100点満点とします。なお、これら

とは別に、新規事業については、最大３点の加算を行えるものとします。 

   

＊今年度の新規事業は、 

２ 新居浜市難聴者協会活動事業 

６ 買い物弱者支援の市内拡充 

 ８ 新居浜笑いサミット 

１１ 新居浜凧あげ大会事業 

１２ 「（仮称）夢の協奏曲の夕べ」演奏会 

   １４ 第２１回中国・四国地区小学生男女ソフトボール交歓大会 

   １６ わんぱく相撲 にいはま場所 

   １７ フードバンク普及促進事業 

    

  の８件です。 

 

補助事業の評価点数については、９人の審査委員のうち、最高点と最低点

を除いた７人の平均点とします。 

 

２．審査の実施方法 

（１）事業申請者と市の事業担当課へのヒアリング審査による点数評価を行い、

別表（第１０条関係）を事務局へ提出していただきます。 

※時間の制約があるため（別紙タイムスケジュールのとおり）、事前に公

募申請書（第１号様式）、補助事業意見書（第２号様式）等を配付いたし

ますので、申請内容にお目通しいただき、点数評価におけるチェックポ

イント（審査委員用）を参考に、可能な範囲において点数評価を済ませ

ていただくようにお願いいたします。また、問題点や確認事項等があり

ましたら、審査会当日までに整理をお願いいたします。 

 

（２）審査会では、原則として市の事業担当課単位で時間設定を行い、応募の

あった補助事業一件ごとに審査（点数評価）を行います。 

なお、事務の効率化を図るため、特にヒアリングしたい項目及び内容等



につきましては、事前にご連絡いただければ準備を進めておきます。 

 

（３）補助事業一件ごとに対する問題点や確認事項等について審議を行った後、

各委員による審査（点数評価）を行っていただき、その結果を事務局で

集計の上、集計ができ次第、公表します。 

 

３．そ の 他 

（１）誠にお手数をおかけいたしますが、今回送付いたしました資料一式につ

きましては、審査会当日にご持参くださいますようお願いいたします。 

 

（２）審査会場は、消防庁舎４階 消防コミュニティ防災センターとなります。 


